
令和７年度第２回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

１ 開催日時 

  令和７年８月２９日（金）午後１時３０分～午後５時 

２ 開催場所 

  シェアアトリエつなぐば、さいかちどブンコ 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者 ２３人 

 ⑵ 進行  熊谷市市民活動センター センター長  

       立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局 自治文化部：湯淺特命参事 

       みんなでまちづくり課（つながり共創室）：板橋課長、阿部課長補佐、秋山室長、山口主事 

４ 企画・協力 

  つなぐば家守舎株式会社 松村 美乃里 氏 

５ 会議の議題 

  みんなで考える 地域コミュニティ×空間の利活用 

６ 公開・非公開の別 

  公開 

７ 傍聴者数  

  ０人 

８ 議事録署名人 

  門脇 理恵 氏、畠山 幸一 氏 

９ 会議の主な内容 

 〇 挨拶 

 〇 事務局説明 

・みんなでまちづくり会議と草加市みんなでまちづくり自治基本条例について 

 〇 インタビュー（つなぐば家守舎株式会社 松村 美乃里 氏） 

   ・つなぐば家守舎株式会社について、シェアアトリエつなぐば、さいかちどブンコの成り立ち、まちづ 

    くりへの想い、今後の展望など 

 〇 施設見学 

・シェアアトリエつなぐば 

・さいかちどブンコ 

  



 

 〇 意見交換（熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏） 

［１Ｇ］空間の活用について 

 （利用者…飲食提供や物販などで出店する方。お客様…飲食や購買目的で訪れる方。） 

 ・家賃の問題や利用者との関係、水光熱費の問題→実際に家賃を払ってもらう利用者と密にコミュニ

ケーションをとり、実際にかかる金額などを共有することで「じゃあどうしたらいいか」を一緒に考

えることができた。 

 ・デザインの意識→張り紙（特に禁止事項）をしない。運営スタッフがコミュニケーションを取りな

がら対応している。運営スタッフが増えるにつれ、なかなか疎かになりがちのため、大変だが根気強

く伝えていくことが大切だと感じている。 

 ・近隣住民との付き合い方も工夫している。→イベント開催時には近隣住民の理解を得るため、ポス

ティングをしたり、隣接しているマンションの管理人さんと日頃からコミュニケーションをとるよう

にしている。騒音問題などご意見をいただくことも多いが、都度ご説明をするなど、コミュニケーシ

ョンをとるようにしている。 

［２Ｇ］持続可能な「場」の運営について 

 ・運営スタッフに負担をかけてはいけないと感じた。 

 ・運営に当たっては、核となる方だけでやるのではなく、みんなでやることが大切。 

 ・（活動への思いとして）地元愛、運営者も楽しんで健康に気を付けて運営する、自己満足。 

［３Ｇ］つながりづくり 

 ・学生も含めた、多世代が来れるような場になったらいい。 

 ・町内会の掲示板、回覧を活用してみては。 

 ・口コミが一番効果があった。 

 ・ＳＮＳをうまく活用する（号外ネットやYahoo!ニュースをうまく利用する） 

 ・つながっていくためには人づくり、人とのつながりが一番重要ではないかと感じた。 

 

［総評］ 

 今日は様々な立場の方が来ている。今日の機会をきっかけにつながりを広げていただきたい。次は普

通にお客さんとして来てみたり、出店者として利用したりなど、新たなつながりを作っていただきたい

と思う。 

 

 〇 その他（情報提供） 

    ・みんなの保健室 陽だまり 服部 氏からイベント（「誰でも・持ちより懇親会」）のご案内。 

 

 

以上 

  


